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②持続可能な地域社会へ向けて
④史跡と緑の共生を目指します／⑤市民ホールの基本構想原案がまとまりました／⑥民生委員・児童委員名簿／⑧「ありがとう」に
ありがとう～できることから始めよう「市民活動」～／⑨小田原デジタルアーカイブがスタートします／⑩おだわら情報／⑫「片浦みか
んプロジェクト２０１０」始めました／⑬〈連載〉市民力／〈連載〉尊徳道歌のこころ／⑭いつまでも安心でおいしい水を届けるために！！
／⑯〈連載〉あの日 あのとき 小田原 （○数字はページ番号です）
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報
告
書
で
は
、
ま
ず
、
本
市
に
お
け
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
を
分
析
し
、
望
ま

れ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
将
来
像
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め

の
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
必
要
な

３
つ
の
機
能
、
そ
れ
ら
を
可
能
と
す
る
新
た

な
仕
組
み
と
な
る
「
地
域
運
営
協
議
会
」
や
、

市
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

現
状
と
将
来
像

●
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
、

連
帯
意
識
の
希
薄
化
や
協
力
体
制
の
低
下
か

ら
、
解
決
の
難
し
い
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
現

れ
始
め
て
い
る
。

●
平
成
21
年
度
の
地
域
別
計
画
策
定
の
よ
う
に

課
題
の
把
握
や
目
標
の
共
有
、
解
決
に
向
け

て
共
に
行
動
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
新
た

な
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

必
要
な
３
つ
の
機
能

　

モ
デ
ル
事
業
の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
確
認
さ

れ
た
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
必
要
な
機

能
は
次
の
３
つ
で
あ
る
。

●
各
種
団
体
の
新
た
な
連
携

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
し
て
求
め
ら
れ
る
人
材

●
参
加
し
た
く
な
る
交
流
の
場
の
創
出

　今、小田原市だけではなく、日本全
国の自治体で、地域コミュニティの再建、
新しいコミュニティの確立が試行錯誤さ
れています。
　地域社会に適したコミュニティの在り
方を研究している私は、小田原市の大
きな可能性を感じています。地域で活
動している人やそれぞれの団体が、横
の連携を強めて相乗効果を発揮するこ
とがこれから必要であることを、多くの市
民が気づいているからです。
　この報告書では、その連携の具体的
な姿を提言しています。

小田原の地域の可能性を
感じています

地域コミュニティ
検討委員会委員長

法政大学法学部教授

名
な

和
わ

田
た

是
よし

彦
ひこ

さん

　自治会代表として、市長から委員を
委託されました。自治会が健全に歩ん
でいるのは、諸先輩方の努力の賜物
であり、地域への強い愛着がある各種
団体や委員の皆様の協力のおかげです。
　この委員会には各種団体の代表のか
たが参加され、２年間にわたってさまざま
な面から議論することができました。地域
と市の役割を考え、今後の地域活動に
おける団体間の幅広い連携や、地域
住民の安全安心で住みよいまちづくりを
目指すうえで、有意義であったと思います。

地域活動の幅広い連携を
目指して

地域コミュニティ
検討委員会副委員長

市自治会総連合会長

石川 信雄さん

平
成
20
年
11
月
に
設
置
さ
れ
た
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
検
討
委
員
会
」
で
は
、
市
民
が
主
役
と
な
り
、

知
恵
と
力
を
発
揮
し
、
生
き
る
喜
び
を
実
感
し
な

が
ら
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
持
続
可
能

な
市
民
自
治
の
ま
ち
」
を
可
能
に
す
る
、
小
田
原

な
ら
で
は
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
を
検

討
し
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
10
月
21
日
に
検
討
委
員
会
か
ら
提
出
さ

れ
た
報
告
書
の
主
な
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

Y
地
域
政
策
課　

☎
33
１
３
８
９

持
続
可
能
な

地
域
社
会
へ
向
け
て

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
検
討
委
員
会
か
ら

報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
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新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

仕
組
み

　

新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仕
組
み
と

し
て
、
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し
、
地
域

全
体
を
包
括
す
る
組
織
で
あ
る
「
地
域
運
営

協
議
会
」
が
必
要
で
あ
る
。

【
地
域
運
営
協
議
会
】（
以
下
協
議
会
）

　

協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
行
政
が
仕

組
み
を
設
定
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
が
一

丸
と
な
っ
て
課
題
解
決
へ
取
り
組
む
と
い
う

意
識
を
共
有
し
た
う
え
で
、
そ
の
た
め
の
連

携
組
織
が
必
要
と
認
識
し
、
行
政
と
一
緒
に

議
論
し
な
が
ら
連
携
組
織
を
つ
く
っ
た
結
果
、

協
議
会
が
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
が
好
ま

し
い
。

◆
協
議
会
の
区
域

地
区
自
治
会
連
合
会
の
区
域
が
望
ま
し
い
。

◆
協
議
会
の
事
務
局

運
営
に
は
、
事
務
局
機
能
が
必
要
で
あ
り
、

地
域
主
体
の
運
営
を
行
う
た
め
に
、
地
域

住
民
が
事
務
局
を
担
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

◆
既
存
団
体
と
の
関
係

協
議
会
設
立
後
も
、
既
存
団
体
の
重
要
性

は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
協
議
会
の
各
部
会

の
中
で
他
団
体
と
の
協
働
を
担
う
一
方
、

独
自
の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
よ
い
。

◆
市
と
の
関
係

地
域
を
代
表
す
る
組
織
と
し
て
市
が
認
定

す
る
こ
と
、
ま
た
、
市
と
協
働
を
進
め
る

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
協
定
を
締
結
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

◆
合
意
形
成
の
仕
組
み

意
思
決
定
は
、
透
明
性
、
公
平
性
な
ど
を
確

保
し
な
が
ら
多
く
の
住
民
の
意
思
に
沿
っ
た

合
意
形
成
を
可
能
と
す
る
仕
組
み
が
望
ま
れ

る
。

◆
担
い
手
の
確
保

日
常
の
地
域
活
動
の
中
で
声
か
け
な
ど
を
大

事
に
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
団
塊
の
世
代
な
ど
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

◆
財
源
の
確
保

地
域
に
お
い
て
は
自
主
財
源
の
確
立
も
望
ま

れ
る
が
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
新
た
な
連

携
の
枠
組
み
を
設
け
、
行
政
と
と
も
に
協
議
、

実
践
す
る
と
い
う
場
合
に
は
、
行
政
も
そ
の

費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

市
の
支
援
体
制

●
地
域
担
当
職
員
は
、
協
議
会
の
設
立
に
向
け

た
支
援
を
行
う
ほ
か
、
行
政
と
地
域
と
の
パ

イ
プ
役
と
な
っ
て
協
議
会
運
営
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
。

●
全
て
の
区
域
に
お
け
る
協
議
会
の
活
動
を
支

え
る
活
動
拠
点
の
配
置
を
基
本
方
針
と
す
べ

き
で
あ
る
が
、
市
の
財
政
状
況
や
地
域
の
財

源
の
規
模
か
ら
、
直
ち
に
全
て
の
地
区
に
整

備
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
現
在
利
用
さ

れ
て
い
る
公
共
施
設
や
民
間
施
設
の
活
用
を

継
続
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

【協議会設立のプロセス】

新
た
な
連
携
組
織
の
必
要
性
の
認
識

行
政
を
交
え
、
新

た
な
連
携
組
織
に

つ
い
て
の
議
論
・

検
討連

携
組
織
の
必
要
性
を
地
域
内
へ
周
知

連
携
活
動
の
推
進

協
議
会
の
設
立

モデル地区での会議のようす

　

市
で
は
、
こ
の
報
告
書
の
提
出
を
受
け
、

協
議
会
の
設
立
な
ど
に
向
け
た
制
度
や
庁
内

体
制
の
検
討
・
整
備
を
行
い
、
協
議
会
設
立

に
向
け
た
準
備
が
整
っ
た
地
区
の
相
談
へ
の

対
応
や
支
援
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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広
報
お
だ
わ
ら
８
月
１
日
号
な
ど
で
紹
介

し
て
い
る
『
史
跡
小
田
原
城
跡
本
丸
・
二
の

丸
植
栽
管
理
計
画
』
を
適
切
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
植
栽
専
門
部
会
の
設
置
な
ど
を

定
め
た
運
用
指
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
運
用
指
針
は
、
御
用
米
曲
輪
な
ど
の

史
跡
の
整
備
事
業
に
併
せ
て
行
う
植
栽
管
理

や
、
史
跡
整
備
を
待
た
ず
に
実
施
す
る
「
短

期
実
施
計
画
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
植
栽
管

理
を
具
体
的
に
進
め
て
い
く
た
め
の
方
針
を

定
め
た
も
の
で
、
史
跡
と
緑
の
共
生
を
図
り

な
が
ら
植
栽
管
理
作
業
を
進
め
る
こ
と
を
理

念
と
し
て
い
ま
す
。

●
植
栽
専
門
部
会
の
設
置

　

史
跡
整
備
や
、「
短
期
実
施
計
画
」
の
植
栽

管
理
作
業
を
具
体
的
に
進
め
る
組
織
と
し
て
、

植
栽
専
門
部
会
を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
専
門

『
史
跡
小
田
原
城
跡
本
丸
・
二
の
丸
植
栽
管
理
計
画
』
を
適
切
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
運
用
指
針
を
策
定
し
ま
し
た
。　
　
　
　

Y
文
化
財
課　

☎
33
１
７
１
８

史
跡
と
緑
の
共
生
を
目
指
し
ま
す

部
会
は
、
小
田
原
城
跡
の
整
備
を
円
滑
に
行

う
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
史
跡
小
田
原
城

跡
調
査
・
整
備
委
員
会
の
も
と
に
置
き
ま
す
。

﹇
委
員
の
構
成
﹈

　

植
栽
専
門
部
会
は
史
跡
小
田
原
城
跡
調

査
・
整
備
委
員
会
の
城
郭
・
都
市
工
学
・
造

園
を
専
門
と
す
る
委
員
の
ほ
か
、植
物
、環
境
、

造
園
技
術
等
の
分
野
の
専
門
家
、
市
民
で
構

成
し
ま
す
。

﹇
設
置
時
期
﹈

　

平
成
22
年
度
中
に
設
置
し
ま
す
。

●
植
栽
管
理
計
画
の
今
後
の
進
め
方

﹇
植
栽
専
門
部
会
で
の
検
討
﹈

　

史
跡
整
備
に
お
け
る
植
栽
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
今
あ
る
樹
木
を
１
本
１
本
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
新
た
な
植
栽
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
な
ど
、
計
画
の
策

定
段
階
か
ら
植
栽
専
門
部
会
に
お
い
て
協
議

し
、史
跡
整
備
計
画
案
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、「
短
期
実
施
計
画
」
に
位
置
付
け
た

樹
木
に
つ
い
て
は
、
植
栽
専
門
部
会
に
お
い

て
ど
の
場
所
か
ら
行
う
か
協
議
の
う
え
、
１

本
１
本
現
地
で
具
体
的
に
検
証
し
、
実
施
計

画
案
（
＊
）
を
ま
と
め
ま
す
。

＊
こ
こ
で
い
う
実
施
計
画
案
は
、
伐
採
が
必
要
と
判

断
し
た
り
、
枝
下
し
や
整
枝
が
必
要
な
樹
木
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
姿
が
ふ
さ
わ
し
い
か
な
ど
、
実

際
に
作
業
を
行
う
造
園
業
者
に
具
体
的
に
指
示
し

て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

﹇
市
民
意
見
の
集
約
﹈

　

植
栽
専
門
部
会
が
取
り
ま
と
め
た
史
跡
整

備
計
画
案
や
実
施
計
画
案
に
つ
い
て
は
、
市

民
説
明
会
や
現
地
見
学
会
を
開
催
し
、
こ
れ

ら
に
対
す
る
市
民
の
意
見
や
提
案
を
集
約
し

て
、
可
能
な
限
り
反
映
さ
せ
ま
す
。

﹇
計
画
案
の
協
議
・
決
定
﹈

　

こ
う
し
た
過
程
を
経
て
練
り
上
げ
た
計
画

案
を
、
史
跡
小
田
原
城
跡
調
査
・
整
備
委
員

会
等
と
協
議
し
、
そ
の
成
果
を
も
っ
て
市
教

育
委
員
会
が
成
案
（
決
定
）
と
し
ま
す
。

﹇
計
画
の
許
可
等
﹈

　

計
画
の
う
ち
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く

現
状
変
更
許
可
申
請
が
必
要
な
場
合
は
、
神

奈
川
県
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
文
化
庁
の
許

可
を
得
ま
す
。

　

史
跡
小
田
原
城
跡
は
、豊
か
な
歴
史
を
持
ち
、

海
外
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
か
け

が
え
の
な
い
郷
土
の
文
化
遺
産
で
す
。市
で
は
、

こ
う
し
た
場
所
と
し
て
市
民
や
観
光
客
の
皆

さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
、
安
全
に
快
適
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
史
跡
と
緑
の

共
生
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【植栽管理計画の今後の進め方】

史跡整備における植栽のあり方
短期実施計画に位置付けた樹木の検証

市民説明会
現地説明会等
の開催

史跡小田原城跡調査・整備委員会
神奈川県教育委員会

文化庁

神奈川県教育委員会
文化庁

小田原市教育委員会

植栽専門
部会

【植栽専門部会での検討】

【市民意見の集約】

【計画案の協議】

【計画の決定】

【計画の許可等】
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市
で
は
、
開
館
か
ら
約
半
世
紀
が
過
ぎ
、
老

朽
化
し
た
小
田
原
市
民
会
館
に
代
わ
り
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
市
民
の
新
た
な
芸

術
文
化
創
造
の
拠
点
と
な
る
施
設
と
し
て
、
市

民
ホ
ー
ル
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
準
備
会
に
よ
る
検
討

　

市
で
は
、
昨
年
12
月
、
学
識
経
験
者
や
ホ
ー

ル
の
専
門
家
、
市
の
文
化
団
体
代
表
者
な
ど
を

メ
ン
バ
ー
と
す
る「
市
民
ホ
ー
ル
建
設
準
備
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

準
備
会
で
は
、
ま
ず
「
市
民
ホ
ー
ル
基
本
構

想
」
の
原
案
策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
12
回
の
会
議
を
開
催
し
、
こ
の
う
ち
１
回

は
市
民
と
準
備
会
委
員
と
の
「
意
見
交
換
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
議
論
を
深
め
る
た
め
、

都
内
や
県
内
に
あ
る
先
進
的
な
公
立
文
化
施
設

の
視
察
も
行
い
ま
し
た
。

●
基
本
構
想
原
案
の
ポ
イ
ン
ト

　

こ
の
度
、
準
備
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討

結
果
を
と
り
ま
と
め
、「
市
民
ホ
ー
ル
基
本
構

想
」
の
原
案
と
し
て
市
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

準
備
会
が
取
り
ま
と
め
た
「
市
民
ホ
ー
ル
基

本
構
想
」
の
原
案
で
は
、
市
民
ホ
ー
ル
に
は
、

芸
術
文
化
を
と
お
し
て
市
民
の
創
造
性
を
喚
起

し
、
小
田
原
の
歴
史
・
文
化
的
な
資
産
を
拓ひ

ら

く

役
割
が
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
さ
せ
、
地
域
経

済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
ホ
ー
ル
整
備
は
、
小
田
原
を
文
化

創
造
都
市
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
必

昨
年
12
月
に
設
置
さ
れ
た
「
市
民
ホ
ー
ル
建
設
準
備
会
」
で
は
、
市
民
ホ
ー
ル
整
備
の
基
本
理

念
や
基
本
方
針
な
ど
、
ホ
ー
ル
整
備
の
核
と
な
る
事
柄
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
が
ま
と
ま
り
、
市
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

Y
文
化
交
流
課　

☎
33
１
７
０
６

市
民
ホ
ー
ル
の
基
本
構
想
原
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

要
な「
未
来
へ
の
投
資
」で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
大
小
ホ
ー
ル
や
展
示
施
設
な
ど

の
内
容
、
管
理
運
営
手
法
、
市
民
参
加
の
重
要

性
や
、景
観
へ
の
配
慮
、今
後
の
整
備
に
当
た
っ

て
の
提
言
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
今
後
の
市
の
取
り
組
み

　

今
後
、
準
備
会
の
原
案
を
も
と
に
、「
市
民

ホ
ー
ル
基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
よ
り
具
体
的
な
こ
と

を
定
め
た
基
本
計
画
の
策
定
や
、
拡
張
用
地
の

取
得
を
進
め
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
ホ
ー
ル
整
備
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
芸
術
文
化
事
業
や
運
営
を
市
民
参

加
に
よ
り
展
開
す
る
こ
と
で
、
小
田
原
が
本
来

持
っ
て
い
た
魅
力
を
磨
き
、
ま
ち
に
活
力
を
あ

ふ
れ
さ
せ
る
、
そ
う
し
た
将
来
像
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
描
い
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●説明会を開催します
市では、準備会が取りまとめた「市民ホール
基本構想」の原案を、市民の皆さんにご説明
します。お気軽にお越しください。
【市民会館会場】１月１３日（木）午後６時～８時１月１３日（木）午後６時～８時
【マロニエ会場】１月１４日（金）午後６時～８時１月１４日（金）午後６時～８時
※事前申し込みは不要です。※事前申し込みは不要です。

９月１日開催の市民ホール建設準備会「意見交換会」のようす

●意見を募集します
「市民ホール基本構想」の原案に対する市民の皆さんの「市民ホール基本構想」の原案に対する市民の皆さんの
意見を募集します。原案は市役所文化交流課、支所・意見を募集します。原案は市役所文化交流課、支所・
連絡所、市ホームページなどでご覧になれます。連絡所、市ホームページなどでご覧になれます。
【募集期間】１２月１３日（月）～平成２３年１月２１日（金）
【意見提出方法】募集用紙に意見を記入し、郵送または

ファクスなどにより提出してください。
※ご意見に対して個別には回答しません。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
中
央
の
「
分
野
別
か

ら
探
す
」
の
「
生
涯
学
習
／
文
化
」

内
の
「
市
民
ホ
ー
ル
」
を
ク
リ
ッ
ク
。

ホームページ
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１２月１日からの民生委員・児童委員（区域担当２７３名、主任児童委員５０名）が決まりました。
民生委員・児童委員は地域内のいろいろな福祉問題の最も身近な相談相手です。
プライバシーは尊重され、秘密は守られますので、お気軽にご相談ください。 　　Y福祉政策課　☎３３-１８６３

民生委員・児童委員　名簿
地区名 担当 氏名 電話 地区名 担当 氏名 電話 地区名 担当 氏名 電話
二川 主任児童委員 磯﨑英里 ３２-４６３４ 山王

網一色
山王松原 花田昭恵 ２２-２００５ 下曽我 曽我原 穂坂富幸 ４２-０１０８

東富水 蓮正寺第１南 津田仁 ３６-３４１９ 山王西 吉田敏子 ３４-４６１６ 曽我谷津 長谷川悦子 ４２-１０９７
蓮正寺第１北 齊藤義博 ３６-３７９３ 山王東 島田久恵 ３５-６７７２ 曽我岸・曽我山岸 浅海弘子 ４２-０９２８
蓮正寺第２ 長尾戴治 ３７-０３２６ ７０区-１ 齋藤茂子 ３５-６７４３ 曽我別所 穂坂幸子 ４２-２７１１
蓮正寺第３ 神野功二 ３７-１４７５ ７０区-２ 岩田隆一 ３５-５４５１ 曽我神戸 竹下啓子 ４２-０７１１
蓮正寺第４ 磯﨑伸子 ３６-３２１３ ７０区-３ 太田武子 ３４-１６３３ 主任児童委員 佐宗昌子 ４２-０６４５
蓮正寺第５ 木村晃一 ３６-２８２９ 網一色-１ 金親善学 ３４-９５４２ 主任児童委員 小泉由利子 ４２-１１８４
蛍田駅前・蓮正寺住宅 塚田正子 ３７-７４０８ 網一色-２ 野月繁乃 ３５-７６０５ 国府津 国府津１区・２区 亀田裕三 ４７-１３０３
蛍田中央 澤地松次郎 ３６-４８５７ 主任児童委員 夛田千佳代 ３５-５９１１ 国府津３区・４区 星野明美 ４８-０２３５
霞ノ瀬・狩川 原島幸子 ３７-３９５８ 主任児童委員 露木光訓 ３４-２０４６ 国府津５区・６区 倉橋準一 ４８-０２４９
蛍生会-１ 中島喜芳 ５７-７１９５ 下府中 下堀（東） 𠮷田好男 ４２-３４５７ 国府津７区 神尾彰野 ４７-４４９６
葭田・蛍生会-２ 星野優子 ３６-４９７１ 下堀（西） 小林君子 ４２-５１１７ 国府津８区 和田典子 ４７-２６８３
飯田岡東 榊昭子 ３６-４６４５ 中里１区-１Ａ 磯﨑至 ４２-２９６４ 国府津９区 大川紀江 ４８-８８８３
中曽根-１ 飯田ヨシ子 ３７-４５８７ 中里１区-１Ｂ 大島安治 ４２-０７９８ 国府津１０区-１ 尾上巽 ４７-７５１８
中曽根-２ 佐藤時代 ３６-６８１１ 中里１区-２ 原幸造 ４２-１４４５ 国府津１０区-２ 岸治恵 ４７-６６５５
中曽根-３ 諏訪部絹恵 ３６-５８１１ 中里２区-１ 渡邉洋子 ４８-３５９５ 国府津１１区-１ 細谷洋子 ４７-７３９５
堀之内東 酒口松男 ３６-３５５５ 中里２区-２ 松村いづみ ４８-２１０９ 国府津１１区-２ 山田和子 ４８-０４３４
堀之内中 岩﨑臣男 ３６-７６３４ 矢作（下） 髙橋裕子 ４８-３１８５ 国府津１１区-３ 長谷川弥生 ４８-２８５５
堀之内西 阿部千津子 ３７-３８５５ 矢作（上） 田中美恵子 ４７-２２９５ 国府津１２区 下川雅江 ４２-０９０９
主任児童委員 石坂照子 ３６-１７６０ 南鴨宮１区 香坂功喜 ４８-５５０７ 国府津１３区・１４区 野地富江 ４２-０９４３
主任児童委員 石井恵子 ３６-４６４４ 南鴨宮２区-１ 小嶋祥溥 ４７-６９７７ 国府津１５区-１ 折金典男 ４８-２９６２

富水 飯田岡本村 橋本尚信 ３６-２７５５ 南鴨宮２区-２ 藤本恵美子 ４８-２１２９ 国府津１５区-２・１９区 和田幸夫 ４８-０５７５
飯田岡若宮 髙橋しのぶ ３６-１０８２ 南鴨宮３区 須田玲子 ４７-９０８５ 国府津１６区 田代篤子 ４８-３３８１
飯田岡飯中 内田敬子 ３６-１２９８ 南鴨宮４区 山岸都子 ４８-３９３１ 国府津１８区 岩沢好子 ４８-９３８７
飯田岡楠 大澤孝子 ３５-２９０１ 南鴨宮５区 平川幸子 ４７-２５４１ 主任児童委員 矢島ケイ子 ４７-６１７６
柳新田 渡邉みどり ３７-１９５９ 鴨宮２区-１ 天野久美子 ４７-８１５３ 主任児童委員 石井孝代 ４８-８１９８
小台 市川昭維子 ３６-００３２ 鴨宮２区-２ 尾崎徹 ４８-２５７９ 酒匂 酒匂１区・１７区 布施實 ４８-７８８４
池田 中野桂子 ３６-４０７５ 鴨宮３区 鈴木新一 ４９-２８３８ 酒匂２区・４区 坂田逸司 ４７-８５３９
新屋-１ 鍵和田健治 ３６-２２０８ 鴨宮４区-１ 秋澤益美 ４８-８８５９ 酒匂３区・１３区 磯﨑一子 ４７-８４３３
新屋-２ 木村幸枝 ３６-０５３４ 鴨宮４区-２ 中島久美 ４３-７２５３ 酒匂５区・１５区 金森優子 ４７-４８６７
府川 矢ヶ村直廣 ３４-８９８３ 鴨宮５区-１ 津田典信 ４８-６２７１ 酒匂６区 金沢幸子 ４８-７６５４
久所 井上奈美子 ３２-７７６９ 鴨宮５区-２ 古藤みどり ４７-３０８１ 酒匂７区・１４区 鈴木一郎 ４７-５２６０
仲沢 山口ひさ ３４-４２２５ 大道 三好幸枝 ４７-５２９３ 酒匂８区-１ 堀内勇 ４７-４２１７
北ノ窪-１ 木村栄子 ３４-５７６５ 主任児童委員 柏木英幸 ４９-２３０６ 酒匂８区-２ 中津滋 ４９-６２６８
北ノ窪-２ 押田房枝 ３４-７７４４ 主任児童委員 杉山久恵 ４７-９２７９ 酒匂９区・１０区 日下部透 ４８-５４６７
上清水新田 馬場照子 ３６-４８７６ 桜井 寺下・浅原 南雲賢子 ３７-３９８６ 酒匂１１区-１ 二見昭 ４８-２６５５
下清水新田 岩田紀孝 ３２-７０８０ 高河原-１ 砂子幸子 ３７-３６０５ 酒匂１１区-２・１６区 和田智恵子 ４８-４７６９
穴部-１ 松谷いづみ ３４-８１４４ 高河原-２ 高橋昇子 ３６-３９７６ 酒匂１２区-１ 鎌田信子 ４８-６６６９
穴部-２ 鶴井美恵子 ３４-０１２９ 河原庭 秋山恵美子 ３６-９０４９ 酒匂１２区-２ 木目田マリ子 ４８-００２２
穴部新田 小林財子 ３５-１４８６ 西之庭・新屋敷 内田美枝子 ３６-８３６４ 小八幡１区-１・２区-２ 大木雅子 ４７-３６２９
主任児童委員 柳井由美子 ３８-０５３２ 柳町・清流荘 邊見直美 ３７-６５１２ 小八幡１区-２・２区-１ 寺島美枝子 ４８-００９８
主任児童委員 佐々木恵生 ３７-０４７３ 東栢山学校前（東） 窪田きみ ３６-３７２６ 小八幡３区・４区 鈴木修一 ４７-５６１４

久野 宮本-１ 眞嶋敏子 ３４-１８２０ 東栢山学校前（西） 長崎民夫 ３６-３５１０ 小八幡５区・６区 髙澤衛 ４８-４７７７
宮本-２ 服部俊男 ３５-２００３ 東栢山城北-１ 中村悦子 ３６-９４６８ 小八幡８区 片瀬清 ４８-７１３５
宮本-３ 久保寺征一 ３４-７７９６ 東栢山城北-２ 小泉美智代 ３７-９３４１ 小八幡９区・１０区 上原雪代 ４８-４１３４
坂下-１ 多田幸雄 ３４-４０８８ 東栢山道下 小澤治枝 ３７-０５８９ 主任児童委員 島津三喜子 ４８-６９３０
坂下-２ 松浦正 ３４-９１８６ 東栢山中の町 若林とも子 ３６-０３０１ 主任児童委員 高橋美智子 ４７-５０１３
京福台・北久保 岡村悦子 ３４-１６４９ 東栢山道上-１ 小松敏男 ３７-２２６１ 片浦 石橋 山岸輝雄 ２３-１３９９
下宿-１ 江木和子 ３４-４７７２ 東栢山道上-２ 安藤昭男 ３６-０２３１ 米神 松本公子 ２２-７６７３
下宿-２ 辻美智子 ３４-９９１５ 西栢山（東） 木村哲郎 ３６-１０６９ 根府川 山本由美子 ２９-００６４
中宿 遠藤譲 ３４-１０４５ 西栢山（西） 安藤邦子 ３６-８６４６ 江之浦 髙橋卓也 ２９-０６５２
星山 掬川光美 ３４-４４１１ 弥生-１ 新井マサ子 ３７-１５７０ 主任児童委員 海野みち子 ２９-０５０３
中久野 星野操 ３４-０８８９ 弥生-２ 和木公子 ３７-８４４５ 主任児童委員 櫻井千史 ２９-０７２９
留場・坊所 山﨑量一 ３４-５２９９ 主任児童委員 渡邉裕美 ３７-５３１０ 曽我 上曽我・曽我大沢 星野千恵子 ４２-２０５３
三国・欠ノ上 小石川美津代 ３５-１０５５ 主任児童委員 髙橋ひとみ ３６-０９１０ 中河原・明月・山岸 代田要 ４２-１０６９
船原・諏訪原・和留沢 戸倉次朗 ３４-８５３１ 豊川 飯泉１区西 門松一枝 ４７-４５４０ 下大井 長田康子 ３７-８７６６
サニータウン １２月１日現在未定 飯泉１区北 山室秀子 ４８-７６８８ 鬼柳 杉崎和子 ３６-２５８３
主任児童委員 山田悦子 ３５-７３１３ 飯泉１区南 門松利親 ４８-２６９７ 春木 日野岡美和子 ３７-１７０７
主任児童委員 田中由香里 ３４-３５７０ 飯泉２区 八森綾子 ４８-４７２６ 籠場 湯川哲夫 ５７-０１８３

大窪 ５８区 田島昭子 ２３-７６０７ 飯泉３区 片倉静江 ４７-９０００ 花里 池貝みさ子 ３６-７１４２
５９区-１ １２月１日現在未定 東成田（下）-１ 湯本悦子 ３６-７０２３ 主任児童委員 前場典子 ４２-５００２
５９区-２ 矢吹昭子 ２２-８４５３ 東成田（下）-２ 米山友規枝 ３７-１５５２ 主任児童委員 野坂道代 ３６-５７００
６０区 住吉律子 ２２-８４１９ 東成田（上）・成和 栢沼千代美 ３６-４３６３ 橘南 西１区・２区・ＪＲアパート 椎野尚 ４３-１８０２
６１区-１ 伊藤由紀子 ２３-４０３２ 西成田 松下範子 ３６-６５４２ 中宿 本田育郎 ４３-００９７
６１区-２ 巽美智子 ２２-０１４８ 桑原-１ 澤地すみ子 ３６-４４６３ 向原 遠藤芙美枝 ４３-１７１０
６２区-１ 秋山和惠 ２３-２０８５ 桑原-２・富士見 加藤和子 ３６-６００４ 町屋 石塚八重子 ４３-１６４８
６２区-２ 服部ふく江 ２２-１８８７ 主任児童委員 水野秀子 ４７-３８７２ 押切・羽根尾 小澤安子 ４３-２１２６
６３区 川向良江 ２２-４２１０ 主任児童委員 佐藤公生 ３６-７１００ 主任児童委員 富瀬一枝 ４３-２６９７
６４区 秋山悦子 ２２-１７１８ 上府中 高田別堀西 足立美和子 ４２-２８７８ 主任児童委員 増井幸美 ４３-３４３９
主任児童委員 山田信子 ２３-７４００ 高田別堀南 長谷川トキ子 ４２-４０４０ 橘北 中村原１区・住宅 内藤克子 ４３-３１４１
主任児童委員 川向由起子 ２３-７６３２ 高田別堀東 髙野昭芳 ４２-４０８０ 中村原２区 長谷川礼子 ４３-１５５７

早川 木地挽-１・２ 加藤信子 ２３-０６６４ 上千代-１ 杉山輝雄 ４２-２７５０ 中村原３区・６区・７区 飯田一枝 ４３-０１３０
木地挽-３ 小野利枝 ２２-１３３７ 上千代-２ 田邉淳子 ４２-１５７５ 小船１区 志澤俊之 ４３-０１１６
木地挽-４ 下田勝也 ２２-０１７６ 上原 富田麻里 ４２-１５５７ 小船２区・山西 佐藤一夫 ４３-０６９６
早稲田 伊藤初恵 ２２-２８９３ 下千代 小塩千惠 ４２-４３６６ 小竹（下・坂呂・打越・脇）・明沢 小澤照良 ４３-０７２３
向口 青木かつ子 ２２-４３８５ 永塚-１ 木村絹代 ４２-６７６５ 上町・沼代 真壁一夫 ４３-０３８１
西組 青木美恵子 ２２-００８４ 永塚-２ 田辺紀子 ４２-１２７７ 橘団地一般住宅 加藤嘉彦 ４３-０８６８
中組 青木祐伸 ２３-２５２２ 東大友 𠮷本順 ４２-１５９４ 橘団地共同・若葉台 酒井正 ４３-４４６１
東組 露木弘子 ２２-１２７１ 西大友 松嶋克夫 ３６-２４８５ さつきが丘・湘南橘台 相田裕二 ４３-３３２５
主任児童委員 相原久花 ２３-４５６４ 延清 伊東たか子 ３６-７９６０ 主任児童委員 小宮博子 ４３-０５２６
主任児童委員 佐藤直美 ２２-７８２４ 主任児童委員 石井律子 ４２-２２０５ 主任児童委員 北薮ルミ ４３-４８７０

主任児童委員 長谷川住子 ３７-７５６６
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　私は市長就任以降、「希望と活力あふれる小田原」を目指し、
地域経済振興や市民活力向上につながるさまざまな取り組みを
立ち上げ、またそれに呼応する民間の動きを促してきました。ここ
に来てそれらの仕込みが徐々に形になりつつあり、心強く思って
います。
　まずひとつは、小田原の中からの動き。小田原がもつ地域資
源に着目し、１０のテーマで昨年１２月にスタートした「無尽蔵プロ
ジェクト」は、具体的な動きが活発化しています。「ウォーキング
タウン小田原」では、清閑亭を拠点としたウォーキングイベントや
多彩な文化芸術活動などが繰り広げられ、活況を呈しています。
「食の小田原」では、子どもから大人まで一緒に安全な食を生
み出す教育ファームづくりが進み、マルシェ（市場）が開催される
ようになりました。「ものづくり・デザイン・アート」では、地場の伝
統工芸の担い手と、新しく小田原で活動を始めた工芸・芸術の
担い手の交流が始まりました。「小田原ならではの住まいづくり」
では、小田原産木材が強度的に問題ないことが立証され、家づ
くりやまちづくりにおける木の活用へと検討が進みつつあります。
１０のテーマ以外にも、新たなテーマが民間団体の皆さんから持
ち込まれ、その裾野はさらに広がっています。
　もうひとつは、小田原の外からの動き。先行き不透明な時代の中、
豊かな生活文化を育てたり、持続可能な社会システムづくりへの
チャレンジが、官民を問わずさまざまな地域や分野で進んでいた
りしますが、それらの情報や担い手の交流、さらには新しいモデ
ル作りなどの全国区の動きが、小田原を舞台に行われることが
増えているのです。例えば、「木の建築フォーラム」（１０／１６
～１７）では、国内屈指の林業事業者や、木造建築の権威、ま
ちづくり分野の専門家などが集い、「小田原を優れた木造建築
のメッカにし、その分野を目指す若者たちの学びの場にしてはどう
か。力になりたい」とのエールを頂きました。また、これからの地
域づくりや人づくりを語り合う「第３回ローカルサミット」（１０／２２
～２４）では、主催者から「小田原には羨ましいくらい全ての素材
がそろっている。新しい時代に向けての小田原モデルをつくろう。
私たちも応援する」との激励。このような提案が、ほかにも持ち込
まれています。小田原における「持続可能な市民自治のまち」へ
の官民のさまざまな活動やビジョンに共鳴もしくは呼応した人や情
報が、集まりつつあるのです。
　小田原の内か
ら外から、民の力
が小田原を元気に
しようと動き始めて
います。この流れ
をしっかりと捉え、
小田原を大きく育
てるうねりにしてい
きましょう。

「小田原を盛り上げる民の力」～至誠・市政～
文　加藤憲一

民生委員・児童委員　名簿
地区名 担当 氏名 電話
緑 １区-１ 佐野都 ３５-４６８０

１区-２ 中井敬子 ２４-２３００
２区-１ 山崎叔子 ２２-２３６８
２区-２ 古川正夫 ２２-７５６７
３区 山口正隆 ２３-１２１６
浦町 関野フミエ ２３-１７３５
４区 染野ひで子 ２２-３４４７
５区 真壁洋善 ２２-４８０４
竹花 髙野博幸 ２２-０１６５
銀座 松本明 ２２-２６０９
主任児童委員 池田法枝 ２２-３９０７
主任児童委員 小林泰一郎 ２２-１９６０

新玉 台宿・大工町 黒栁喜昌 ２２-３５６６
９区 須山晴夫 ２４-１７４３
１０区 田口正道 ２２-０７５５
１１区 石田翠 ２２-７８９８
１２区 中島秀子 ２２-０６４７
１３区 進藤邦江 ２２-３３１９
１４区 村山京子 ２２-５７２７
主任児童委員 纐纈清美 ２４-６８７２
主任児童委員 山崎由起子 ２３-１２３０

万年 １５区 菊地洋一 ２２-２７３０
１６区 石黒省二 ２２-７７０１
１７区 中島公子 ２２-９０８４
１８区 石田玲子 ２３-２００４
１９区 加藤マツエ ２２-５９３６
２０区-１ 泰田幸枝 ２２-９４０９
２０区-２ 宮本純 ２２-００９７
主任児童委員 山田昭子 ２２-１１３７
主任児童委員 和田真理 ２４-５４２０

幸 ２１区-１ 田近公榮 ２２-０１５３
２１区-２ １２月１日現在未定
２２区 藤間敬子 ２２-９７４４
２３区 尾上弘美 ２３-０３７５
２４区 鈴木美知子 ２２-３２２９
２５区 加藤芳 ２２-３８５１
２６区 望月政江 ２１-１５５８
２７区-１ 川原裕子 ２３-０９５７
２７区-２ 朝見美子 ２２-３６２４
主任児童委員 石川啓子 ２２-６０５２
主任児童委員 相田春子 ２２-７８１７

十字 ２８区 五十嵐博 ２３-２１２７
２９区 小野美代子 ２２-５６４５
３０区 目良幸子 ２３-２８８６
３１区 本多孝 ２２-５２７０
３２区-１ 中津川真基子 ２４-５６６５
３２区-２ 込山ひろ子 ２２-０１９７
主任児童委員 小西道子 ２４-３４８２
主任児童委員 京増ふく江 ２４-０８９０

足柄 ３３区・セントラルハイツ 瀬戸昌子 ２２-６６７２
３４区 田村美津子 ２４-３０４７
３５区 山岸勝 ２３-３０４６
３６区-１ 山田敏夫 ２３-６４５８
３６区-２ 上田純子 ３２-８７００
３６区-３ 石川美和子 ３４-４７６２
３７区-１ 三宅恵鐘 ３４-９７１２
３７区-２ 野島千津子 ３５-３５４５
主任児童委員 出野正一 ３４-００１７
主任児童委員 青柿節子 ２４-６８０６

芦子 寺町-１ 山口亘子 ３４-４４３１
寺町-２ 小林節恵 ３５-６０６８
荻窪-１ 浜﨑政廣 ３５-７３３５
荻窪-２ 田中里美 ３４-０３３４
荻窪-３ 本多美恵子 ３４-４２５１
荻窪-４ 久保恒明 ３４-９１９８
下谷津 髙田良子 ３５-０２２２
中谷津 南千惠子 ３４-３６３９
上谷津 藤田容子 ３４-３６６０
入谷津 岡田健 ３４-７１２５
池上-１ 市川 江 ３４-２６４８
池上-２ 堀川清子 ３０-２７２７
主任児童委員 岡部和江 ３４-２７０４
主任児童委員 田中眞理子 ３４-５６５６

二川 井細田１区-１ 別生憲一 ３４-７１７６
井細田１区-２ 小澤良弘 ３５-１７３７
４３区-１ 山田泰彦 ３４-５５１６
４３区-２ 永田久美子 ３５-８３０８
４４区-１ 長井和子 ３４-１５４０
４４区-２ 佐久間紀子 ３４-６２３２
４４区-３ 野頼侚子 ３４-０１７６
グリーンタウン 馬場潤子 ３５-６１７０
主任児童委員 横山孝之 ３５-５１０８
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１１月７日開催のサポセン祭り「スプレーアート」実演中

サポートセンターの管理
運営を行う、ＮＰＯ法人
市民活動を支える会理
事長の椎野典子さん。
市民活動のＰＲや相談
も受けています。

市民活
動

応援補
助金

皆さんが市民活動を行っているとき（活動
場所への行き帰りを含む）に起こった事故に
対する補償制度です。事前登録は不要です。
※対象とならない場合もありますので、ま
ずはご連絡ください。

市民活動をた
たえあう社会
を目指し、市
長が市民を代
表して感謝の
意を伝えるた
めに発行する
カードです。
自薦・他薦は問いません。

トップページ中央の「分野別から探す」の「市民活動／
地域・国際交流」内の「市民活動」をクリック。ホームページ

ミーティングルームや作業ス
ペースの利用、印刷機など
の提供といった市民活動団体
への支援だけでなく、市民活
動についての相談を受け、活
動団体やイベントなどの具体
的な紹介を行っています。
場所　市民会館４階
　　　☎２２-８００１
開所時間
午前９時～午後９時３０分
休館日
月曜（月曜が祝日の場合はそ
の翌日）・年末年始

「活動資金が足りない」という団体を後押し
するための補助制度です。
これから始めようとする事業が対象のスター
トアップコースと、すでに実施していること
をより発展・拡充する事業が対象のステップ
アップコースの２つのコースがあります。申
請書類や公開プレゼンテーションによって事
業内容を審査し、交付事業を決定します。
現在、平成２３年度の交付事業を、平成２３
年１月２１日fまで募集しています。
詳しくは、公共施設に設置してある応募の
手引きまたは市ホームページをご覧ください。

○「始めてみよう」は
スタートアップコース
（上限１０万円）

○「より良くしよう」は
ステップアップコース
（上限３０万円・対象事業費
の１/２以内）

補助金
制度

ボラン
ティア活

動

補償制
度

補償
制度

まごころ

カード

感謝を
伝える

おだわ
ら

市民活
動

サポー
ト

センタ
ー

支援
相談

～皆さ
んを応

援しま
す～

チャレン
ジ、
市民活

動！

市では、たくさんの「ありがとう」があふれる、豊かなまちづくりを目指して
います。市民活動を応援するいろいろな制度をぜひご活用ください。
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「
小
田
原
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
は

　

時
代
の
移
り
変
わ
り
と

と
も
に
、
こ
の
小
田
原
も

姿
を
変
え
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
時
々
に
生
き
た
人
々

の
姿
や
生
活
、
風
景
、
ま

ち
な
み
な
ど
は
、
今
も
な

お
私
た
ち
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
小
田
原
の
記
憶
と
も
言
え
る
貴
重
な
写

真
や
映
像
、
歴
史
的
資
料
な
ど
を
、
市
民
の
皆

さ
ん
や
民
間
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
行
政
な
ど
か

ら
継
続
的
に
広
く
収
集
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
て

保
存
・
整
理
し
て
い
く
こ
と
で
、
劣
化
・
散
逸
・

消
滅
の
危
機
か
ら
守
り
、〝
小
田
原
の
未
来
〞

へ
と
引
き
継
い
で
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

収
集
し
た
資
料
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

紙
な
ど
を
使
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
や
地
域
の
き
ず
な
を
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、
小
田
原
の
魅
力
を
市
内
外

に
広
く
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

家
の
大
掃
除
を
し
た
と
き
、
部
屋
の
片
隅
か
ら
ふ
っ
と
出
て
き
た
１

冊
の
古
い
ア
ル
バ
ム
。
子
ど
も
の
頃
の
家
族
写
真
、
懐
か
し
い
ま
ち

の
風
景
…
。
古
い
ア
ル
バ
ム
が
伝
え
る
思
い
出
は
、
誰
に
と
っ
て
も

大
切
な
宝
物
で
す
。

市
制
施
行
か
ら
70
年
を
迎
え
た
市
で
は
、
そ
う
し
た
宝
物
が
、
時
の

流
れ
と
と
も
に
人
々
の
記
憶
か
ら
薄
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
、「
小
田
原
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Y
広
報
広
聴
室　

☎
33
１
２
６
３

貴
重
な
写
真
や
映
像
、歴
史
的
資
料
な
ど
を
保
存
・
整
理
・
活
用
し
て
い
き
ま
す

小田原城天守閣復興のようす（昭和３５年完成）

ぶり定置網の引き上げのようす（昭和初期頃）

寺山神社の鹿島踊り（昭和５５年、根府川地区）

事
業
の
開
始
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
写
真
に

ま
つ
わ
る
コ
メ
ン
ト
な
ど
と
と
も
に
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

❶
募
集
素
材

「
写
真
」（
デ
ジ
タ
ル
写
真
ま
た
は
プ

リ
ン
ト
写
真
）

❷
募
集
テ
ー
マ

「
昔
の
小
田
原
」
ま
た
は
「
将
来
に
残

し
た
い
小
田
原
」（
風
景
、ま
ち
な
み
、

四
季
折
々
の
自
然
、
建
物
、
市
民
の

生
活
・
文
化
、
地
域
の
お
祭
り
な
ど
）

❸
活
用
方
法

○
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
写
真
は
、
事

業
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。

○
写
真
は
広
報
広
聴
室
で
選
定
の
う

え
、来
年
度
以
降
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
の
公
開
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
広
報
紙
や
刊
行
物
な

ど
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

❹
応
募
方
法

メ
ー
ル
、
電
子
申
請
、
広
報
広
聴
室

に
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

※
応
募
方
法
や
注
意
事
項
な
ど
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
、
支
所
・

連
絡
所
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
募
集
要
領
を
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

小
田
原

デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ

が
、

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

市制施行７０周年事業

小田原駅前通り（昭和３７年）

募集！
小
田
原
の
歴
史
を

物
語
る
写
真
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Y
警
防
課　

☎
49
４
４
２
１

Y
防
災
対
策
課　

☎
33
１
８
５
５

地
震
に
備
え
、危
険
な
塀
を
撤
去
し
ま
し
ょ
う

〜
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
〜

　

地
震
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
東
海
地
震
や
神

奈
川
県
西
部
地
震
な
ど
の
、
大
規
模
な

地
震
の
切
迫
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
路
沿
い
に
多
く
見
ら
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
は
、
地
震
な
ど
で
倒
壊
し
、
人
が
下

敷
き
に
な
っ
た
り
、
避
難
や
救
助
・
消

火
活
動
の
妨
げ
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
危
険
な
塀
を
な
く
し
、
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
危
険
な
塀
等
撤
去
促
進
事
業

　

補
助
制
度

　

市
で
は
、〝
危
険
な
塀
（
※
１
）
の
撤
去
〞

や
〝
生
け
垣
へ
の
転
換
〞
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
工
事
前
に

必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
用

い
て
築
造
し
た
塀
ま
た
は
門
柱
で
、
道

路
（
※
２
）
面
か
ら
の
高
さ
が
１
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
も
の
が
対
象
で
す
。

補
助
金
額

○
塀
の
撤
去

道
路
に
面
す
る
塀
の
長
さ
１
メ
ー
ト

ル
あ
た
り
８
千
円
、
上
限
20
万
円

○
生
け
垣
築
造

道
路
に
面
す
る
生
け
垣
の
長
さ
１

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
６
千
円
、
上
限
15

万
円

・
工
事
見
積
り
額
が
補
助
金
の
額
を
下
回
る

場
合
は
、
補
助
金
額
は
工
事
見
積
り
額
に

な
り
ま
す
。

・
生
け
垣
築
造
は
、
塀
の
撤
去
を
伴
う
場
合

に
限
り
ま
す
。

（
※
１
）
傾
斜
が
著
し
い
、
風
化
、
ひ
び
割
れ

な
ど
が
激
し
い
塀
。

（
※
２
）
国
、
県
、
市
が
管
理
す
る
道
路
、
建

築
基
準
法
第
42
条
に
定
め
る
道
路
。

「
も
う
一
度
、
火
の
用
心
」

歳
末
火
災
特
別
警
戒　

12
月
26
日（
日
）〜
31
日（
金
）

平成１９年新潟県中越沖
地震による被害のようす

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、

暖
房
器
具
を
使
う
こ
と

が
多
く
な
る
こ
の
季
節
。

慌
た
だ
し
く
な
る
と
、

火
の
始
末
が
お
ろ
そ
か

に
な
り
、
火
災
の
危
険

性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

歳
末
火
災
特
別
警
戒
で
は
、
市
消
防
本
部
、

消
防
署
、
消
防
団
が
、
警
戒
・
警
備
体
制
を

強
化
し
、
大
型
店
舗
な
ど
の
特
別
査
察
、
皆

さ
ん
の
防
火
意
識
を
高
め
る
た
め
の
広
報
活

動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
の
で
、
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
火
災
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
に
も

心
掛
け
、
火
災
の
な
い
明
る
い
新
年
を
迎

え
ま
し
ょ
う
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

〜
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
発
行
・
更
新
の
電
話
予
約
〜

Y
・
予
約　

市
民
窓
口
課　

☎
33
１
３
８
６

　

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
３
年
で
す
。

電
子
証
明
書
は
所
得
税
の
電
子
申
告
に
必
要

に
な
り
ま
す
。
確
定
申
告
直
前
は
、
更
新
な

ど
の
手
続
き
で
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
書
発
行
作
業
に
は
20
分
前
後
か
か
る

た
め
、
待
ち
時
間
を
短
縮
し
、
速
や
か
に
手

続
き
が
で
き
る
よ
う
、
電
話
予
約
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
電
子
証
明
書
の
更
新
は
、
有
効
期
限
の
３

か
月
前
か
ら
で
き
ま
す
。

※
予
約
を
し
た
場
合
で
も
、
多
少
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
１
日
に
取
り
扱
い
が
で
き
る
件
数
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

○
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
更
新
の
か
た
の
み
）

○
顔
写
真
付
き
の
公
的
な
証
明
書
（
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

○
手
数
料　

５
０
０
円

○
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
電
子
証
明
書
の

パ
ス
ワ
ー
ド

※
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＜イベント中止のお知らせ＞おだわらいふ１１月１５日号１４ページ中、１２月８日（水）に予定していた
「子育てひろば　おだっこ」は都合により中止になりました。
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ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
は
、
２
０

１
０
年
日
本
国
内
の
最
も
優
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
に
贈
ら
れ
る
ワ
ー
ル
ド
ト
ラ
ベ
ル
ア
ワ
ー
ド
の

『
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
リ
ゾ
ー
ト
賞
』

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
は
、

２
０
０
５
年
か
ら
４
年
連
続
で
ス
パ
部
門
の
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ル
ド
ト
ラ
ベ
ル
ア
ワ
ー
ド
と
は
全
世
界
の

旅
行
関
連
企
業
や
個
人
の
投
票
で
決
定
さ
れ
る
、

最
も
名
誉
あ
る
賞
で
す
。
こ
の
機
会
に
世
界
が
認

め
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

Y
企
画
政
策
課　

☎
33
１
３
７
９

無
事
故
で
年
末　

笑
顔
で
新
年

12
月
11
日（
土
）〜
20
日（
月
）は
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

■
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
!!

　

年
末
年
始
は
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど

で
、
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

飲
酒
に
か
か
わ
る
交
通
事
故
は
、
平

Y
暮
ら
し
安
全
課　

☎
33
１
３
９
６

ヒ
ル
ト
ン
小
田
原

リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ

ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

リ
ゾ
ー
ト
賞
を
受
賞

　

下
堀
自
治
会
で
は
、「
地
域
の
安
全

は
地
域
で
守
る
」
を
合
い
言
葉
に
、
平

成
18
年
５
月
か
ら
美
化
清
掃
を
兼
ね
て
、

地
域
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
総
勢
41
人
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
は
、
矢
作
小
学

校
の
児
童
の
安
全
を
守
る
た
め
、
毎
日
、

12
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
挨
拶
運
動
も

し
な
が
ら
の
登
校
時
の
交
通
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

下
堀
自
治
会
長　

志
村
学
さ
ん

成
19
年
の
道
路
交
通
法
改
正
に
よ
る
厳

罰
化
に
よ
り
、
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
小
田
原
警
察
署
管
内
で
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
に
直
結
す
る

悪
質
・
危
険
な
犯
罪
で
す
。
一
人
一
人

が
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
「
し
な
い
！
」

「
さ
せ
な
い
！
」
と
い
う
強
い
意
志
を

も
っ
て
、飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
そ
の

日
の
子
ど
も
た
ち
の
よ
う
す

な
ど
を
日
誌
に
記
録
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
間
で
情
報
を
共

有
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
内
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
を
通
じ
て
、
顔
見
知
り

を
増
や
す
こ
と
で
、
地
域
の

防
犯
力
を
高
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
自
治
会
で
は
、

都
市
計
画
道
路
「
穴
部
国
府

津
線
」
の
開
通
を
来
年
に
控

え
、
沿
道
開
発
な
ど
地
域
に

大
き
な
変
化
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
防
犯
や

交
通
安
全
な
ど
を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

左から三
み

井
い

和夫社長、加藤市長、山口英彦総支配人

登校時の交通指導
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地
元
に
も
出
回
ら
な
い
、
み
か
ん
の
味

　

今
、
片
浦
み
か
ん
は
、
地
元
の
小
田
原
で
さ

え
、
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
生
産
量
が
た
い
へ
ん
少
な
い
た
め
で
す
。

市
場
に
出
回
る
に
は
、
流
通
す
る
だ
け
の
量
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
狭
く
て
急
傾
斜
地
と
い

う
片
浦
地
区
の
立
地
条
件
と
、
お
い
し
い
み
か

片
浦
み
か
ん
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て

　

か
ま
ぼ
こ
や
梅
干
し
な
ど
と
同
様
に
、
こ

の
地
域
を
代
表
す
る
名
産
品
で
あ
る
「
み
か

ん
」。
し
か
し
現
状
は
、
後
継
者
不
足
や
、

採
算
性
な
ど
の
問
題
か
ら
生
産
量
は
激
減
し
、

そ
の
将
来
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
小
田

原
ス
タ
イ
ル
の
情
報
発
信
」
の
取
り
組
み
と

し
て
、
小
田
原
み
か
ん
の
価
値
を
高
め
る
た

め
、ま
ず
は
片
浦
地
区
で
、み
か
ん
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

み
か
ん
の
里
と
し
て
名
を
馳は

せ
た
小
田
原

み
か
ん
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
生
産
か

ら
流
通
ま
で
を
一
括
化
す
る
こ
と
で
、
み
か

ん
農
家
の
か
た
が
た
に
も
利
益
を
も
た
ら
し
、

み
か
ん
産
業
を
再
構
築
し
ま
す
。
ま
た
販
売

価
格
の
一
部
は
『
報
徳
推す

い

譲じ
ょ
う

金
』
と
し
て
積

み
立
て
、ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
役
立
て
ま
す
。

み
か
ん
の
里
か
ら
の
贈
り
物

ん
が
で
き
る
標
高
や
日
照
条
件
な
ど
を
考
え
る

と
、
こ
れ
以
上
の
増
産
は
で
き
な
い
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
希
少
価
値
が
あ
り
、
お
い
し
い
こ

と
を
知
っ
て
い
る
人
だ
け
に
、
箱
詰
め
さ
れ
て

直
接
届
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

片
浦
み
か
ん
は
、
限
ら
れ
た
人
だ
け
が
楽
し

む
、お
い
し
い
冬
の
味
覚
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
貴
重
な
片
浦
み
か
ん
も
、

み
か
ん
農
家
の
か
た
が

た
の
高
齢
化
と
後
継
者

不
足
に
よ
り
、
毎
年
み

か
ん
畑
が
減
少
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
近
い
将
来
、
片
浦

み
か
ん
は
姿
を
消
し
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
こ
の
貴

重
な
お
い
し
い
み
か
ん

を
後
世
に
残
す
た
め
に
、

「
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
す
る
こ
と
が
必
要
な
の

で
す
。

　

こ
の
「
片
浦
み
か
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

軌
道
に
乗
れ
ば
、
片
浦
以
外
の
み
か
ん
や
、

キ
ウ
イ
な
ど
、
ほ
か
の
果
物
に
も
枠
を
広
げ
、

「
小
田
原
柑
橘
倶
楽
部
」
と
し
て
市
内
全
域

に
取
り
組
み
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
い
し
い
小
田
原
の
旬
の
み
か
ん

を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

始
め
ま
し
た

「
片
浦
み
か
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
０
」

この冬の「お歳暮用みかん」の販売も始め
ました。このためにデザインしたオリジナル
の贈答箱に入ります。お世話になったかた
に、小田原のみかんを贈りませんか。その
売り上げが、みかんの再生にもつながります。

太陽の恵みを
いっぱいに受けた
片浦みかんを
ご賞味ください

片
浦
み
か
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
局
長

和
田
英
明
さ
ん

片浦みかんプロジェクト実行委員会事務局　☎４３-９０３９
ホームページ　http://kataura-mikan.ninomiya.or.jp/

無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
小
田
原
み
か
ん
の
価

値
を
高
め
る
た
め
の
「
片
浦
み
か
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２

０
１
０
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
も
ぎ
た
て
の
旬
の

「
早わ

生せ

み
か
ん
」を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
詰
め
、

そ
の
価
値
と
美
味
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

Y
観
光
課　

☎
33
１
５
２
１
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の
思
い
を
自

分
の
手
作
り

の
も
の
で
伝

え
る
機
会
が

減
っ
て
い
ま

す
。
個
性
に

あ
ふ
れ
、
世
界
に
１
枚
し
か
な
い
、
貴
重

な
絵
手
紙
。
大
切
な
の
は
、
う
ま
く
書
く

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ヘ
タ
で
い
い
、

ヘ
タ
が
い
い
」
ど
れ
だ
け
相
手
に
気
持
ち

を
伝
え
ら
れ
る
か
が
、
重
要
で
す
。

　
「
書
い
た
ら
必
ず
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
、

大
切
な
人
に
思
い
を
伝
え
ま
し
ょ
う
」
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
暑
中
は
が
き
作
り
を
し

た
際
な
ど
に
、
高
橋
さ
ん
が
そ
う
言
う
と
、

離
れ
て
暮
ら
す
祖
父
母
へ
送
る
と
い
う
子

ど
も
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

10
年
ほ
ど
前
に
、
仕
事
を
辞
め
た
と
き
、

友
人
の
勧
め
も
あ
り
、
日
本
絵
手
紙
協
会

の
講
座
を
受
講
。
そ
の
後
、
以
前
か
ら
慣

れ
親
し
ん
で
い
た
卓
球
仲
間
に
、
絵
手
紙

を
広
げ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
場

で
、
た
く
さ
ん
の
人
と
絵
手
紙
を
楽
し
む

機
会
が
増
え
ま
し
た
。
絵
手
紙
は
、
気
持

ち
を
送
り
、
伝
え
る
手
段
。
高
橋
さ
ん
が

絵
手
紙
の
魅
力
を
広
め
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
多
く
の
人
た
ち
の
、
温
か
く
優
し
い
思

い
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
大
切
な
人
に
届
き
ま
す
。

　

こ
の
歌
の
「
人
の
捨
て
ざ
る
」
に
つ
い
て
、

尊
徳
の
上
司
に
当
た
る
山
内
薫た

だ

正ま
さ

と
い
う
人

が
「『
人
の
捨
て
た
る
』
と
い
う
べ
き
だ
」
と

言
っ
た
と
こ
ろ
、
尊
徳
は
「『
捨
て
た
る
』
と

す
れ
ば
、
捨
て
な
け
れ
ば
拾
え
な
い
こ
と
に

な
り
、
意
味
が
狭せ

ま

く
な
る
。
ま
た
、
捨
て
た

物
を
拾
う
の
は
僧そ

う

侶り
ょ

の
道
で
、

私
の
道
で
は
な
い
」
と
答
え
ま

し
た
。
そ
し
て
「
人
の
捨
て
ざ

る　

な
き
物
」
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
「
世
の
中
に
は
、
人
が
捨
て

な
い
物
で
、し
か
も
無
い
物（
生

か
さ
れ
て
い
な
い
「
も
の
」）
は

た
い
へ
ん
多
い
。
第
一
に
荒
地
、

第
二
に
借
金
の
雑
費
と
ひ
ま
つ

ぶ
し
、
第
三
に
富
む
者
の
ぜ
い
た
く
、
第
四

に
貧
し
い
者
の
怠な

ま

け
な
ど
で
す
。
荒
地
な
ど

は
捨
て
た
土
地
の
よ
う
で
す
が
、
だ
れ
か
が

切
り
拓ひ

ら

こ
う
と
す
る
と
、
必
ず
持
ち
主
が
い

て
手
が
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
れ
は

無
い
物
で
あ
っ
て
捨
て
た
物
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
借
金
の
利
息
、
借
り
換
え
な
ど

の
雑
費
も
同
じ
で
、
捨
て
た
物
で
は
な
く
無

い
物
で
す
。
こ
の
ほ
か
富
む
者
の
ぜ
い
た
く

の
た
め
の
費
用
や
貧
し
い
者
が
怠
け
る
た
め

の
費
用
も
同
じ
で
す
。

　

世
の
中
に
は
こ
の
よ
う
に
、
捨
て
た
の
で

は
な
く
無
い
も
同
然
の
も
の
は
い
く
ら
で
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
う
物
を
拾
い
集
め

て
国
家
を
建
て
直
す
も
と
に

す
れ
ば
、
人
々
を
多
く
救
い
、

な
お
余
裕
が
あ
る
は
ず
で
す
。

人
が
捨
て
ず
、
し
か
も
無
い

物（
生
か
さ
れ
て
い
な
い「
も

の
」）
を
拾
い
集
め
る
の
は
、

私
は
幼
い
頃
か
ら
努
め
て
き

た
道
で
、
今
に
至
っ
た
も
と

で
す
。
だ
か
ら
よ
く
注
意
し

て
集
め
て
、
世
の
中
を
救
わ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」（『
二
宮
翁
夜や

話わ

』）。

　

生
か
さ
れ
て
い
な
い
「
も
の
」
を
生
か
す
。

そ
れ
は
「
報
徳
仕
法
」
を
行
う
う
え
で
、
最

も
根
本
的
な
考
え
方
で
し
た
。

※
協
力　

報
徳
博
物
館
館
長
代
理　

齋
藤
清
一
郎
さ
ん

二
宮
尊
徳
が
そ
の
教
え
を
分
か
り
や
す
く
詠よ

み
上
げ
た
道
歌
は
、
現
代
の
私
た
ち
が
尊
徳
の
教

え
を
知
る
う
え
で
も
、
確
か
な
道
し
る
べ
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
の
い
く

つ
か
を
連
載
で
紹
介
し
ま
す
。

Y
尊
徳
記
念
館　

☎
36
２
３
８
１

【
連
載
】

　

市
内
い
く
つ
か
の
小
学
校
の
ほ
か
、
大

人
を
対
象
と
し
た
講
座
や
、
展
示
会
な
ど

で
絵
手
紙
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
高
橋
浩

子
さ
ん
。
12
月
16
日
に
は
、
国
府
津
小
学

校
５
年
生
の「
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
と
し
て
出
向
く
予

定
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
年
賀
状
を

手
作
り
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い

と
言
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の

メ
ー
ル
が
便
利
と
な
っ
た
一
方
で
、
自
分

心
を
つ
な
ぐ
絵
手
紙
の
魅
力　

高
橋
浩
子
さ
ん

矢作小学校のサマースクールにて

「
ヘ
タ
で
い
い
、ヘ
タ
が
い
い
」

昔む
か
し

よ
り　

人ひ
と

の
捨す

て
ざ
る　

な
き
物も

の

を

ひ
ろ
ひ
集あ

つ

め
て　

民た
み

に
あ
た
へ
む

尊
徳
道道ど

う

歌歌か

の
こ
こ
ろ
⑫（
最
終
回
）…
生
か
さ
れ
て
い
な
い「
も
の
」を
生
か
す

捨苗栽培地跡。少年時代に尊徳
はここで「人の捨てざるなき物」を生
かすことに通じる体験をした。

８
月
〜
11
月
号
の
記
事
の
副
題
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。（
８
月
号
の「
至
誠
」↓
削
除
／
９
・
10
月
号

の
「『
至
誠
』̶

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
る
」↓
削
除

／
11
月
号
の「『
徳
』に
報
い
る
道
」↓「
先
を
見
通
し
て
備
え
る
」）
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平
成
21
年
度
決
算
で
は
、
純
利
益
は
約
８
，

９
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
の
約
４
，２

０
０
万
円
と
比
較
し
て
、
お
よ
そ
２
倍
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
料
金
収
入
の
減
少
以

上
に
、
経
費
を
削
減
す
る
な
ど
、
支
出
の
抑

制
に
努
め
た
結
果
で
す
。

　

一
方
で
、
市
の
水
道
事
業
で
は
こ
れ
ま
で

に
借
り
入
れ
た
企
業
債
の
残
高
が
約
１
１
７

「
水
道
事
業
」
は
、
税
金
な
ど
で
賄
わ
れ
る
市
の
一
般
会
計
の
事
業

と
は
異
な
り
、水
道
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
の
水
道
料
金
な
ど
に
よ
る
、

独
立
採
算
制
の
地
方
公
営
企
業
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
市
の
「
水
道
事
業
」
が
置
か
れ
て
い
る
〝
現
状
〞
と
、〝
課

題
〞
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　

  　

  

Y
営
業
課　

☎
41
１
２
０
２

を
届
け
る
た
め
に
!!

億
２
，１
０
０
万
円
も
あ
り
、健
全
経
営
を
行
っ

て
い
く
う
え
で
こ
れ
以
上
借
入
金
を
増
や
す
こ

と
は
望
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
借
り

入
れ
を
し
な
け
れ
ば
、
施
設
の
耐
震
化
や
老
朽

管
の
更
新
と
い
っ
た
重
要
な
事
業
を
行
う
た
め

の
財
源
が
確
保
で
き
な
い
と
い
う
、
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
の
財
政
（
平
成
21
年
度
の
決
算
報
告
）

〜
水
道
事
業
の
現
状
と
課
題
〜

い
つ
ま
で
も

安
心
で

お
い
し
い

水道水を、家庭に送り届けるまでの財源と経費。
主な収入は皆さんの水道料金です。

収益的収支

水道料金
２５億６,１００万円

支出
２７億３,５００万円

その他
２億６,３００万円

収入
２８億２,４００万円

平成２１年度決算

支払利息　４億５００万円

経常経費
１３億２００万円

減価償却費
１０億２,８００万円

純利益
８,９００万円

不足分
１０億８,０００万円

補助金など
１億３,１００万円

企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円企業債　４億５,０００万円

支出
１６億６,１００万円

収入
５億８,１００万円

企業債償還金企業債償還金企業債償還金企業債償還金企業債償還金企業債償還金企業債償還金企業債償還金企業債償還金企業債償還金企業債償還金企業債償還金企業債償還金
６億３,０００万円６億３,０００万円６億３,０００万円６億３,０００万円６億３,０００万円６億３,０００万円６億３,０００万円６億３,０００万円６億３,０００万円６億３,０００万円６億３,０００万円６億３,０００万円６億３,０００万円６億３,０００万円

建設改良費建設改良費建設改良費建設改良費建設改良費建設改良費建設改良費建設改良費
１０億３,１００万円１０億３,１００万円１０億３,１００万円１０億３,１００万円１０億３,１００万円１０億３,１００万円１０億３,１００万円１０億３,１００万円１０億３,１００万円１０億３,１００万円

資本的収支

一般会計や国からの補助金など

水道施設の建設や修繕、水道施設の建設や修繕、水道施設の建設や修繕、水道施設の建設や修繕、水道施設の建設や修繕、水道施設の建設や修繕、水道施設の建設や修繕、水道施設の建設や修繕、水道施設の建設や修繕、水道施設の建設や修繕、水道施設の建設や修繕、
水道管の布設や改良な水道管の布設や改良な水道管の布設や改良な水道管の布設や改良な水道管の布設や改良な水道管の布設や改良な水道管の布設や改良な水道管の布設や改良な水道管の布設や改良な水道管の布設や改良な水道管の布設や改良な
どの事業費どの事業費どの事業費どの事業費どの事業費どの事業費どの事業費どの事業費どの事業費どの事業費

純利益は、翌年度以降の施設
の建設や企業債償還の財源とし
て積み立てられ、将来のために
計画的に使われます。

不足分は、これまでの
純利益などで補てんし
ました。

現状

を
届
け
る
た
め
に

い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も

国などからの借入金の国などからの借入金の国などからの借入金の国などからの借入金の国などからの借入金の国などからの借入金の国などからの借入金の国などからの借入金の国などからの借入金の国などからの借入金の国などからの借入金の国などからの借入金の国などからの借入金の国などからの借入金の国などからの借入金の国などからの借入金の
元金返済金元金返済金元金返済金元金返済金元金返済金元金返済金元金返済金元金返済金元金返済金元金返済金元金返済金元金返済金元金返済金元金返済金元金返済金

水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、水道施設の整備のための、
国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金国などからの借入金の利息

取水した水を浄水し、
家庭へ水道水を届ける
ための施設の維持管理、
人件費など

水道の施設などを耐用
年数に応じて各年度ごと
に必要経費として計上す
る費用

水道施設の建設、水道管の布設などに必要な財源と経費。
主な収入は国などからの借入金や補助金です。
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本
市
の
水
道
管
の
総
延

　

本
市
の
水
道
管
の
総
延

　

本
市
の
水
道
管
の
総
延

長
は
約
７
４
６
キ
ロ
メ
ー

長
は
約
７
４
６
キ
ロ
メ
ー

長
は
約
７
４
６
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
す
。

ト
ル
で
す
。

　

鉄
道
で
い
う
と
、
Ｊ
Ｒ

　

鉄
道
で
い
う
と
、
Ｊ
Ｒ

小
田
原
駅
か
ら
広
島
県
尾

道
駅
ま
で
の
線
路
の
長
さ

に
相
当
し
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
国
の
耐
震

基
準
を
満
た
し
て
い
る
の

は
約
25
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

耐
震
化
が
緊
急
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
水
場
や
配
水
池
な
ど
の
耐
震
補
強

や
、
老
朽
化
し
た
水
道
管
の
更
新
も
必
要
で
す
。

こ
れ
に
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
10
年
間
で
総
事

業
費
が
約
１
２
８
億
円
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
財
源
を
ど
う
捻
出
す
る
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　市の水道水１立方メートル当た
りの平均水道料金は約１２３円で
す。これを５００ミリリットルのペッ
トボトルに換算すると１本の値段
は約０.０６円です。
　また、３００リットルのお風呂を
いっぱいにするには、３６.９円か
かる計算になります。

　

水
道
事
業
収
入
の

根
幹
で
あ
る
水
道
料

金
収
入
は
、
皆
さ
ん

の
節
水
意
識
の
向
上

や
企
業
の
経
費
節
減

な
ど
に
よ
り
、
平
成

７
年
度
以
降
、
減
少

し
続
け
て
い
ま
す
。

純
利
益
に
つ
い
て
も
、

同
様
に
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
年

度
以
降
は
、
販
売
単

価
が
製
造
原
価
を
下

回
る
「
原
価
割
れ
」

の
状
態
と
な
っ
て
お

り
、
採
算
が
取
れ
な

い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
中
央
の
「
分
野
別

か
ら
探
す
」
の
「
暮
ら
し
・
環
境
」

内
の
「
水
道
」
を
ク
リ
ッ
ク
。

ホームページ

安
心
で
お
い
し
い
水
を
届
け
る
た
め
に

〜
安
定
経
営
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
料
金
改
定
〜

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
、

水
道
局
で
は
業
務
の
民
間
委
託
化
や
経
費
削

減
な
ど
の
経
営
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
、
必
要
な
施
設
更
新
の
た

め
の
事
業
費
と
将
来
の
水
道
料
金
収
入
の
見

通
し
を
考
慮
す
る
と
、
健
全
経
営
が
困
難
に

な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
水
道
事
業
経
営
の
健
全
性
を
確

保
す
る
た
め
、
平
成
21
年
８
月
に
「
小
田
原

市
水
道
料
金
審
議
会
」
を
設
置
し
、
議
論
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、「
水
道
事
業
が

置
か
れ
て
い
る
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
水

道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
に
は
、
水
道
料
金

の
値
上
げ
は
や
む
を
得
な
い
」
と
す
る
答
申

が
、
平
成
22
年
３
月
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
、
い
つ
ま
で
も
安
心
で
お
い
し

い
水
を
お
届
け
す
る
た
め
の
、
財
源
の
確
保

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

９月に発生した水道管の老朽化が原因とみられる漏水事故
平成２２年６月に運転を開始した、高田浄水場　新１号沈殿池。
安心でおいしい水を届けるために、２４時間体制で管理しています。

減
り
続
け
る
料
金
収
入

課題
2

待
っ
た
な
し
！

水
道
施
設
の
整
備

課題
1

平成７年度

➡

平成２１年度
水道料金 ３４億２，４００万円 ２５億６，１００万円
純利益 ６億６，８００万円 ８，９００万円

１立方メートル当たりの販売単価（Ａ） １４０．２８円 １２２．８５円
１立方メートル当たりの製造原価（Ｂ） １２６．９２円 １２８．９８円
差し引き（Ａ－Ｂ） １３．３６円 －６．１３円

　ふだん水道水を使っていても、
そのときの水道料金は分かりに
くいものです。そこで、水道料
金を身近なものに置き換えてみ
ましょう。

水道水って…

高い？
 

水道水って…

高い？
 

水道水って…

安い？高い？
 
安い？高い？
 

500㎖
＝＝０.０６円

小田原小田原

尾道尾道尾道



ま
ち
づ
く
り
情
報
誌

広
報
お
だ
わ
ら
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

９
月
１
日
現
在 

小
田
原
市
の
人
口
１
９
８
，５
５
４
人    

７
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，９
０
５
世
帯

毎
月
1
日
発
行
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象
の
ウ
メ
子

　

昨
年
９
月
に
亡
く
な
っ
た
、
小
田
原
の

ア
イ
ド
ル
だ
っ
た
象
の
ウ
メ
子
は
、
こ
の

「
小
田
原
こ
ど
も
文
化
博
覧
会
」
を
き
っ

か
け
に
、
タ
イ
か
ら
は
る
ば
る
や
っ
て
来

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
59
年
も
の
間
、
小

田
原
を
見

守
っ
て
く
れ

て
い
た
の
で

す
。
来
園
当

時
は
体
長
１

２
７
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の

小
さ
な
象
で

し
た
。

夢
と
希
望
を
運
ぶ
博
覧
会

　

ゆ
う
び
ん
館
、
で
ん
し
ん
・
で
ん
わ
館

や
観
光
館
、
産
業
館
、
野
外
劇
場
な
ど
が

建
設
さ
れ
た
城
址
公
園
。
当
時
の
鈴
木
十

郎
市
長
は
、開
会
の
挨
拶
の
中
で「
…
科
学
、

芸
術
、
産
業
、
娯
楽
な
ど
の
世
界
に
対
す

る
子
ど
も
さ
ん
が
た
の
あ
こ
が
れ
を
満
た

し
、
知
識
と
教
養
の
泉
と
な
り
得
る
こ
と

を
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
」
と
博
覧
会
へ
の

期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
の
広
報
紙
に
は
「
関
東
地

方
で
初
の
文
化
博
覧
会
に
は
、
遠
方
か
ら

お
客
様
が
小
田
原
に
来
る
。
ほ
こ
り
っ
ぽ

い
道
路
に
水
を
ま
い
て
、
す
が
す
が
し
い

気
持
ち
で
お
迎
え
し
よ
う
」
と
い
う
市
民

の
声
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
博
覧
会
を

待
ち
わ
び
た
市
民
の
、
子
ど
も
た
ち
や
小

田
原
に
対
す
る
温
か
い
思
い
を
か
い
ま
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
制
10
周
年
記
念
事
業

小
田
原
こ
ど
も
文
化
博
覧
会

　

市
制
10
周
年
を
迎
え
た
１
９
５
０
年

「
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
夢
と
希

望
を
失
わ
な
い
よ
う
に
」「
楽
し
く
、
面
白

く
、
た
め
に
な
る
子
ど
も
の
た
め
の
博
覧

会
を
」
と
い
う
思
い
の
皆
さ
ん
が
尽
力
し
、

城
址
公
園
を
会
場
に
「
小
田
原
こ
ど
も
文

化
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

福引抽選会に
みんなドキドキ

表紙の言葉表紙の言葉

市制施行から７０年という節目の今年。
先人の営みより継承されたもの、自然事象とともに刻んだ足跡、古きよき故郷の懐かしい面影など、
小田原の歴史には「無尽蔵の市民力」へとつながることがたくさんあります。
ここでは、そうした記録と記憶をたどります。

〈連載〉

小田原
あの日あのとき

飯泉山勝福寺（飯泉観音）では１２月１７日・１８日の２日間、飯泉山勝福寺（飯泉観音）では１２月１７日・１８日の２日間、
関東地方で一番早いだるま市が開かれます。関東地方で一番早いだるま市が開かれます。
境内にはだるまを売る露店が並び、商売繁盛、家内安全を願う境内にはだるまを売る露店が並び、商売繁盛、家内安全を願う
人々で賑わいます。人々で賑わいます。

小田原ふるさとの原風景百選　Ｎｏ.６８「飯泉観音」「飯泉観音」

こども文化博覧会の楽しかった思い出

第９回

「ターザンとウメ子」は注目の的でした

ゆうびん館、でんしん・でんわ館は大賑わいでした

活気に満ちた野外劇場

宣伝行進の
ようす



1

70
平成２２年１２月、小田原市は、市制施行７０周年を迎えます。
これを記念して、１２月１９日Aには市民会館で、市勢発展にご尽
力いただいたかたの「市制７０周年表彰」などを行います。あわせ
て、小田原市制７０周年記念事業市民実行委員会（木村秀昭会
長）主催による、記念イベントも行われます。

Y総務課　☎３３-1２９１　　広報広聴室　☎３３-1２６１

　今年７０歳になる小田原市。その
「誕生会」を、たくさんのかたとお
祝いしようと、さまざまな知恵を出し
合ってきました。
　イベントのタイトルはその名も「オダ
ワラのチカラ」。このまちが持つ１つ
１つの力を見つめ直し、結集するこ
とで、来場者にも主催者になっても
らえるような、今までにない市民参
加型の記念イベントにしていきます。
　この地に根付いた伝統や歴史を
大切にしながらも、そこから生まれ
てくるもの、産業や芸術など、これ
からの小田原を支える虹色の芽が、
このイベントを通して生まれ、成長し、
小田原を支える柱となってくれたらと
期待しています。
　新しいオダワラのチカラ…それは
皆さんの中にあります。

みんなで祝う
市制７０周年

市制７０周年記念事業
市民実行委員会　委員

永田 浩一さん

「市民みんなが参加」をコンセプトに市民実行委員会では市制７０周年記念事業
ブログを開設しています。このブログでは、委員会が主催するイベント内容を発信
していきます。また、コメントを書き込むことができますので、会場に行けないかた
もぜひブログを活用し、参加してください。

市民実行委員会ブログ   http://70odawara.jp

特　集　号
市制

周年記念

期日：１２月１９日（日）
場所：市民会館

70周年記念イベント

■大ホール
＜記念式典（功労表彰等）＞
【時間】１０：００～１１：３０

＜記念イベント＞
【時間】１４：００～１６：００

●オープニング　小田原北條太鼓
●柳家三三師匠
●小田原少年少女合唱隊
●オダワラのチカラ！  Ｔｈｅ Ｍｏｖｉｅ
●未来を語る　パネルディスカッション
　（白井貴子さん、市内高校生、
　加藤市長ほか）
●ＯＤＡＷＡＲＡ　えっさホイおどり
　（総おどり）

※すべて観覧自由です。

■本館１～３階
＜展示等＞
【時間】１０：００～１８：００

●地場農産物や福祉団体手作りパン
などの即売
●小田原おでんカー
●「セピア色の写真展」
●小・中学生の「小田原の未来図」
絵画展

●無尽蔵プロジェクトなどの作品展
示や活動紹介

●相模人形芝居「下中座」公演
　（１２：００～１３：００）
●小田原・懐かしのビデオ上映

広報おだわら『市制７０周年記念 特集号』20１０年１２月号広報おだわら『市制７０周年記念 特集号』20１０年１２月号



年表からひもとく

…
●
小
田
原
町
・
足
柄
町
・
大
窪
村
・
早
川
村
・
酒
匂
村
の
一

部
が
合
併
し
て
小
田
原
市
と
な
る

…
●
下
府
中
村
と
合
併

…
●
小
田
原
競
輪
が
始
ま
る

…
●
桜
井
村
と
合
併

　

●
こ
ど
も
文
化
博
覧
会
開
催

　

●
こ
ど
も
遊
園
地
・
動
物
園
開
園

…
●
豊
川
村
・
酒
匂
町
・
国
府
津
町
・
上
府
中
村
・
下
曽
我
村
・

片
浦
村
と
合
併

…
●
郷
土
文
化
館
、
城
山
庭
球
場
、
城
山
陸
上
競
技
場
完
成

　

●
「
第
10
回
国
民
体
育
大
会
」で
本
市
が
軟
式
庭
球
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
競
技
の
会
場
に

…
●
曽
我
村
の
一
部
が
分
村
合
併

…
●
市
立
病
院
開
業

…
●
小
田
原
城
天
守
閣
完
成

…
●
市
民
会
館
開
館

　

●
市
連
合
自
治
会（
現
：
自
治
会
総
連
合
）が
組
織
さ
れ
る

…
●
東
海
道
新
幹
線
小
田
原
駅
開
業

…
●
第
１
回
小
田
原
市
小
学
校
体
育
大
会
開
催

　

●
小
田
原
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
発
足

…
●
御
幸
の
浜
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

…
●
橘
町
と
合
併

　

●
小
田
原
城
常
盤
木
門
完
成

…
●
荻
窪
に
市
役
所
庁
舎
完
成

…
●
中
央
公
民
館
（
現
：
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
け
や
き
）
完
成

　

●
小
田
原
市
高
齢
者
生
き
が
い
事
業
団（
現
：（
社
）シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
）
発
足

　

●
栃
木
県
今
市
市（
現
：
日
光
市
）と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ぶ

…
●
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市

と
海
外
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ぶ

…
●
い
こ
い
の
森
オ
ー
プ
ン

…
●
尊
徳
記
念
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

…
●
小
田
原
北
條
太
鼓
の
会
結
成

…
●
「
と
き
め
き
小
田
原
夢
ま
つ
り
」
開
催

　

●
石
垣
山
一
夜
城
歴
史
公
園
、
辻
村
植
物
公
園
、
小
田
原
球

場
オ
ー
プ
ン

…
●
と
き
め
き
国
際
学
校
ス
タ
ー
ト

　

●
第
１
回
ク
リ
ー
ン
さ
か
わ
実
施

市制施行から現在に至るまでの歴史。
私たちの心の中には、それぞれの小田原の思い出があります。
小田原が歩んできた７０年を写真と年表で振り返ります。

１
９
４
０（
昭
和
15
）年

１
９
４
８（
昭
和
23
）年

１
９
４
９（
昭
和
24
）年

１
９
５
０（
昭
和
25
）年

１
９
５
４（
昭
和
29
）年

１
９
５
５（
昭
和
30
）年

１
９
５
６（
昭
和
31
）年

１
９
５
８（
昭
和
33
）年

１
９
６
０（
昭
和
35
）年

１
９
６
２（
昭
和
37
）年

１
９
６
４（
昭
和
39
）年

１
９
６
９（
昭
和
44
）年

１
９
７
０（
昭
和
45
）年

１
９
７
１（
昭
和
46
）年

１
９
７
６（
昭
和
51
）年

１
９
８
０（
昭
和
55
）年

１
９
８
１（
昭
和
56
）年

１
９
８
２（
昭
和
57
）年

１
９
８
８（
昭
和
63
）年

１
９
８
９（
平
成
元
）年

１
９
９
０（
平
成
２
）年

１
９
９
１（
平
成
３
）年

▲完成直後の小田原魚市場（１９６８年）

▲市制施行を祝う幼稚園児の鼓笛隊
　（１９４０年）

▲市立病院第１期工事
　（１９５８年）

▲西湘バイパスの開通（１９７２年）

▲いこいの森がオープン
　（１９８２年）
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アークロード開通（２００３年） ときめき小田原夢まつりのメイン会場（１９９０年）

▲全国丼サミットおだわら２０１０が開催（２０１０年）

▲第１回小田原城ミュージックストリートのようす（２００７年）
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▲ウメ子のお別れ会のようす
　（２００９年）

…
●
生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
そ
し
ぎ
オ
ー
プ
ン

…
●
第
１
回
市
民
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

…
●
「
シ
ル
バ
ー
大
学
」
開
講

　

●
か
も
め
図
書
館
、
小
田
原
文
学
館
オ
ー
プ
ン

　

●
新
消
防
本
部
庁
舎
完
成

　

●
小
田
原
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
開
局

　

●
第
１
回
少
年
少
女
オ
ー
シ
ャ
ン
ク
ル
ー
ズ
実
施

…
●
県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
、
小
田
原
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー

デ
ン
オ
ー
プ
ン

…
●
川
東
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
マ
ロ
ニ
エ
、
鴨
宮
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン

…
●
小
田
原
ア
リ
ー
ナ
、
小
田
原
テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン
オ
ー
プ
ン

…
●
小
田
原
城
銅
門
、
歴
史
見
聞
館
、
白
秋
童
謡
館
オ
ー
プ
ン

　

●「
第
53
回
国
民
体
育
大
会
」で
本
市
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
会
場
に

…
●
第
１
回
城
下
町
お
だ
わ
ら
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
開
催

…
●
全
国
で
初
め
て
特
例
市
に
移
行

…
●
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
松
永
記
念
館
老
欅
荘
、

小
田
原
宿
な
り
わ
い
交
流
館
オ
ー
プ
ン

…
●
小
田
原
駅
東
西
自
由
連
絡
通
路
「
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
」
開
通

…
●
ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
、
高
校
生
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ
ン

…
●
城
北
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
オ
ー
プ
ン

　

●
小
田
原
映
画
祭
シ
ネ
マ
ト
ピ
ア
２
０
０
５
、
第
１
回
サ
ポ

セ
ン
祭
り
「
は
・
に
・
わ
」
開
催

…
●
小
田
原
ふ
る
さ
と
の
原
風
景
百
選
決
ま
る

…
●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
・
Ｆ
Ｍ
お
だ
わ
ら
開
局

　

●
橘
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
こ
ゆ
る
ぎ
オ
ー
プ
ン

　

●
第
１
回
小
田
原
城
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト
開
催

…
●
お
だ
わ
ら
Ｔ
Ｒ
Ｙ
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

●
象
の
ウ
メ
子
死
亡

　

●
事
業
仕
分
け
実
施

　

●
無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト

…
●
片
浦
中
学
校
閉
校

　

●
わ
ん
ぱ
く
ら
ん
ど
全
面
オ
ー
プ
ン

　

●
地
域
別
計
画
完
成

　

●
ふ
る
さ
と
食
の
祭
典（
全
国
丼

ど
ん
ぶ
りサ
ミ
ッ
ト
お
だ
わ
ら
２
０
１
０

　
　

Ｄ
７
な
ど
）
開
催

１
９
９
２（
平
成
４
）年

１
９
９
３（
平
成
５
）年

１
９
９
４（
平
成
６
）年

１
９
９
５（
平
成
７
）年

１
９
９
６（
平
成
８
）年

１
９
９
７（
平
成
９
）年

１
９
９
８（
平
成
10
）年

１
９
９
９（
平
成
11
）年

２
０
０
０（
平
成
12
）年

２
０
０
１（
平
成
13
）年

２
０
０
３（
平
成
15
）年

２
０
０
４（
平
成
16
）年

２
０
０
５（
平
成
17
）年

２
０
０
６（
平
成
18
）年

２
０
０
７（
平
成
19
）年

２
０
０
９（
平
成
21
）年

２
０
１
０（
平
成
22
）年



出
で
す
。
便
利
で
快
適
な
ま
ち
に
進
化
し
な
が

ら
も
、
自
然
環
境
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

　

小
田
原
を
離
れ
た
か
ら
こ
そ
再
確
認
で
き
た

「
や
っ
ぱ
り
小
田
原
が
好
き
」
と
い
う
気
持
ち
、

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　
「
市
制
70
周
年
の
式
典
に
水
素
自
動
車
で
…
」

30
年
前
、
現
在
の
小
田
原
を
夢
の
よ
う
な
近
未

来
都
市
と
し
て
語
っ
た
、
山
﨑
さ
ん
。

　
「
中
学
生
な
が
ら
、
理
想
と
す
る
都
市
基
盤

の
整
備
や
広
域
行
政
の
在
り
方
に
つ
い
て
真

剣
に
思
い
描
い
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
今
の
小
田
原
の
、
景
観
に
配
慮

し
た
、
自
然
と
調
和
し
た
ま
ち
な
み
や
、
地
震

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
充
実
は
素
晴
ら
し

い
で
す
ね
」
と
、
当
時
の
作
文
を
振
り
返
る
山

﨑
さ
ん
の
言
葉
に
は
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
情
に

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
と
同
時
に
、小
田
原
を
離
れ
、約
20
年
。

お
か
げ
で
、
小
田
原
の
こ
と
を
外
か
ら
客
観
的

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
小
田
原
は
首
都
圏
と
地
方
の
『
都
市
』
の
よ

い
と
こ
ろ
を
併
せ
持
ち
、
い
い
意
味
で
田
舎
の

温
か
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
特
徴
を
再
認
識
す

る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
誇
り
を
持
ち

続
け
て
い
て
ほ
し
い
で
す
」

　
「
都
市
化
と
と
も
に
『
個
』
が
尊
重
さ
れ
る
中

に
あ
っ
て
も
、
暮
ら
し
て
い
る
人
が
協
力
し
合

い
、
地
域
が
地
域
と
し
て
機
能
で
き
る
よ
う
な
、

温
か
さ
は
何
十
年
経た

っ
て
も
絶
対
に
失
わ
な
い

「
あ
の
頃
の
小
田
原
」

「
今
の
小
田
原
」

「
未
来
の
小
田
原
」

　

今
か
ら
20
年
前
、
30
年
前
…
あ

な
た
は
何
を
し
て
い
ま
し
た
か
。

そ
の
と
き
、
現
在
の
小
田
原
に
ど

の
よ
う
な
夢
を
描
い
て
い
ま
し
た
か
。

　

当
時
、「
未
来
の
小
田
原
」
へ
の

思
い
を
つ
づ
っ
た
お
二
人
に
、
ふ

る
さ
と
小
田
原
に
つ
い
て
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

70
周
年
の
節
目
に
、
あ
な
た
に

と
っ
て
の
、「
あ
の
頃
の
小
田
原
」

「
今
の
小
田
原
」「
未
来
の
小
田
原
」

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

70
年
間
の
市
の
あ
ゆ
み
。

そ
の
軌
跡
を
た
ど
る
と
、
そ
こ
に

は
人
々
の
営
み
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
小
田
原
を

つ
く
り
、
支
え
て
い
く
の
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
力
で
す
。

市
制
40
周
年
記
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

「
甥お

い

の
日
記
よ
り  

２
０
１
０
年
12
月
20
日
」
で
市
長
賞
を
受
賞

山
﨑 

雅
史
さ
ん　

川
崎
市
麻
生
区
在
住

　
「
た
く
さ
ん
の
虫
や
動
物
と
住
め
る
ま
ち
に

な
っ
た
ら
い
い
な
…
」
20
年
前
、
人
間
と
自
然

が
共
存
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
を
、
小
学
校
１

年
生
の
純
粋
な
気
持
ち
で
つ
づ
っ
た
石
井
さ
ん
。

　

久
し
ぶ
り
に
里
帰
り
し
た
こ
の
日
、
小
田
原

駅
に
近
づ
く
車
窓
に
映
っ
た
雄
大
な
相
模
湾
、

箱
根
の
山
々
や
富
士
山
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
あ
の
頃
と
変
わ
ら
な
い
小
田
原
の『
原
風
景
』に
、

地
元
へ
帰
っ
て
き
た
ワ
ク
ワ
ク
や
我
が
家
の
安

ら
ぎ
を
感
じ
ま
す
」
と
、
瞳
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

蛍
や
メ
ダ
カ
が
棲す

む
小
川
、
れ
ん
げ
の
花
が

咲
く
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
、
通
学
路
の
あ
じ
さ
い

に
か
た
つ
む
り
、
今
も
変
わ
ら
な
い
小
田
原
の

自
然
が
、
石
井
さ
ん
の
お
気
に
入
り
で
し
た
。

　

学
業
や
仕
事
の
関
係
で
小
田
原
を
離
れ
て
５

年
。
酒
匂
川
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
お
い
し
い
水
、

楽
し
か
っ
た
小
中
学
校
の
給
食
、
便
利
で
快
適

な
交
通
網
…
。
ど
こ
に
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い

た
幸
せ
は
、
小
田
原
な
ら
で
は
の
貴
重
な
も
の

だ
っ
た
と
気
づ
き
、感
謝
し
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

　
「
中
学
３
年
生
の
と
き
、
で
き
た
ば
か
り
の

小
田
原
テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン
で
試
合
を
し
た
こ
と

や
、
暗
く
て
細
か
っ
た
家
の
前
の
道
が
広
く
整

備
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
す
べ
て
が
大
切
な
思
い

市
制
50
周
年
記
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

「
こ
ん
な
ま
ち
に  
す
み
た
い
な
」
で
市
長
賞
を
受
賞

石
井 

華は
な

さ
ん　

茨
城
県
つ
く
ば
市
在
住

で
ほ
し
い
で
す
」
と
、
願
い
も
込
め
て
ふ
る
さ

と
の
将
来
像
を
語
り
ま
す
。

　

時
代
は
流
れ
、
ま
ち
の
風
景
が
変
わ
っ
て
も
、

山
﨑
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
も
変
わ
ら
ず
小
田
原

は
大
切
な
ふ
る
さ
と
な
の
で
す
。
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